
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

   

   

 

       

 

       

 

 
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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(百万円未満切捨て)

１．平成26年２月期第１四半期の連結業績（平成25年３月１日～平成25年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年２月期第１四半期 1,413 506.0 175 ― 188 ― 120 ―
25年２月期第１四半期 233 32.5 △59 ― △42 ― △37 ―

(注) 包括利益 26年２月期第１四半期 14百万円( ―％) 25年２月期第１四半期 △133百万円( ―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年２月期第１四半期 9.98 ―
25年２月期第１四半期 △3.06 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年２月期第１四半期 27,714 8,941 32.3
25年２月期 27,800 8,989 32.3

(参考) 自己資本 26年２月期第１四半期 8,941百万円 25年２月期 8,989百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年２月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
26年２月期 ―

26年２月期(予想) 0.00 ― 5.00 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成26年２月期の連結業績予想（平成25年３月１日～平成26年２月28日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,832 561.7 421 － 429 － 264 － 21.80

通期 5,386 538.9 812 － 805 － 491 － 40.55

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



  

 

 

   

   

   

   

 
  

 
  

   

  

 

 
  

 

 
  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

 当第１四半期連結会計期間より減価償却方法の変更を行っており、「会計上の見積りの変更と区別すること
が困難な会計方針の変更」に該当します。詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関す
る事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年２月期１Ｑ 12,170,000株 25年２月期 12,170,000株

② 期末自己株式数 26年２月期１Ｑ 61,294株 25年２月期 60,879株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年２月期１Ｑ 12,108,792株 25年２月期１Ｑ 12,110,734株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算短
信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今後
様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。業績予想の背景、前提条件等につきましては、本日
別途公表いたしました「個別業績予想の修正並びに連結業績予想に関するお知らせ」をご覧下さい。
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、デフレ脱却と円高是正を目的とした経済政策・

金融政策等の効果により、円高修正や株高を起点とした景気の自律的な回復が期待される状況で推移

いたしました。 

また当社グループにおきましては、平成25年２月に主たる事業所である劇場歌舞伎座の建替え工事

を完了し、３月１日に木挽町広場(地下広場)をオープン、４月２日には劇場歌舞伎座も開場いたしま

した。このような情勢のもと、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,413,917千円(前年同期

比506.0％増)、営業利益は175,426千円(前年同期は59,701千円の営業損失)、経常利益は188,967千円

(前年同期は42,765千円の経常損失)、四半期純利益は120,877千円(前年同期は37,080千円の四半期純

損失)となりました。 

これをセグメント別にみると、不動産賃貸事業については、新劇場及び木挽町広場店舗等の賃料収

入により、売上高が429,331千円(前年同期比212.6％増)、セグメント利益は201,296千円(前年同期比

544.3％増)となりました。 

食堂・飲食事業については、新規店舗の増加により、売上高は250,287千円(前年同期比194.6％増)

となりましたが、当セグメントにおいて重要な劇場内店舗の営業期間が２か月(劇場開場が４月)であ

ったこと等によりセグメント損失は38,642千円(前年同期はセグメント損失3,127千円)となりました。 

売店事業については、木挽町広場の新店舗及び劇場内の売店等が好調に推移したことにより売上高

は734,298千円(前年同期は11,000千円)、セグメント利益は148,224千円(前年同期は2,086千円)となり

ました。 

  

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ85,509千円減少し、

27,714,622千円となりました。 
  

(資産) 

  流動資産は、前連結会計年度末に比べ16,846千円増加し、1,294,601千円となりました。主な要因

は、現金及び預金、売掛金等の増加であります。 

  固定資産は、前連結会計年度末に比べ102,355千円減少し、26,420,020千円となりました。主な要

因は、投資有価証券の時価評価による減少であります。 
  

(負債) 

  流動負債は、前連結会計年度末に比べ145,667千円増加し、1,441,529千円となりました。主な要

因は、買掛金、前受金の増加であります。 

  固定負債は、前連結会計年度末に比べ182,943千円減少し、17,331,611千円となりました。主な要

因は、流動負債への振替による長期借入金、長期前受金の減少であります。 
  

(純資産) 

  純資産は、前連結会計年度末に比べ48,233千円減少し、8,941,481千円となりました。主な要因

は、有価証券を時価評価したことによる投資有価証券評価差額金の減少であります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報
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第２四半期並びに通期の業績予想の詳細につきましては、本日別途公表いたしました「個別業績予

想の修正並びに連結業績予想に関するお知らせ」をご参照下さい。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社及び連結子会社は、当第１四半期連結会計期間より有形固定資産の減価償却方法を変更しており

ます。なお、この変更を行った理由及び当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益に与える影響額は８ページ(４)会計方針の変更等、セグメントに与える影響額は８ペ

ージ(５)セグメント情報等に記載しております。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 606,385 1,094,333

受取手形及び売掛金 22,429 88,963

たな卸資産 19,263 36,972

未収消費税等 591,550 －

繰延税金資産 6,903 12,384

その他 31,709 62,319

貸倒引当金 △487 △372

流動資産合計 1,277,755 1,294,601

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,737,971 11,752,938

土地 6,238,098 6,238,098

建設仮勘定 24,184 －

その他（純額） 444,307 524,856

有形固定資産合計 18,444,562 18,515,892

無形固定資産   

借地権 2,613,299 2,613,299

商標権 568 550

施設利用権 16,268 15,995

ソフトウエア 4,658 18,457

無形固定資産合計 2,634,794 2,648,302

投資その他の資産   

投資有価証券 4,822,888 4,657,287

長期前払費用 569,964 567,838

繰延税金資産 20,127 －

その他 32,733 33,393

貸倒引当金 △2,694 △2,694

投資その他の資産合計 5,443,019 5,255,824

固定資産合計 26,522,376 26,420,020

資産合計 27,800,131 27,714,622
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 27,752 556,495

短期借入金 200,000 －

1年内返済予定の長期借入金 23,000 177,250

未払金 625,737 190,000

未払法人税等 6,926 17,659

前受金 330,323 397,959

賞与引当金 11,402 12,092

1年内返還予定の預り保証金 30,000 30,000

その他 40,719 60,072

流動負債合計 1,295,861 1,441,529

固定負債   

長期借入金 2,477,000 2,322,750

長期未払金 136,470 117,270

長期前受金 14,371,257 14,298,054

繰延税金負債 287,705 269,312

退職給付引当金 37,549 39,631

長期預り保証金 204,573 261,219

その他 － 23,373

固定負債合計 17,514,555 17,331,611

負債合計 18,810,416 18,773,140

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,365,180 2,365,180

資本剰余金 3,256,073 3,256,367

利益剰余金 2,499,490 2,559,822

自己株式 △265,409 △267,699

株主資本合計 7,855,334 7,913,670

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,134,380 1,027,811

その他の包括利益累計額合計 1,134,380 1,027,811

純資産合計 8,989,715 8,941,481

負債純資産合計 27,800,131 27,714,622
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年５月31日) 

売上高 233,311 1,413,917

売上原価 190,690 1,088,634

売上総利益 42,620 325,283

販売費及び一般管理費   

人件費 64,905 71,287

賞与引当金繰入額 1,448 3,459

退職給付費用 1,087 5,850

租税公課 2,501 3,183

減価償却費 745 1,507

その他 31,634 64,569

販売費及び一般管理費合計 102,322 149,857

営業利益又は営業損失（△） △59,701 175,426

営業外収益   

受取利息 1,690 33

受取配当金 15,067 14,777

協賛金収入 － 5,720

その他 1,481 3,857

営業外収益合計 18,238 24,388

営業外費用   

支払利息 1,200 9,607

その他 103 1,239

営業外費用合計 1,303 10,847

経常利益又は経常損失（△） △42,765 188,967

特別利益   

固定資産受贈益 5,000 3,100

特別利益合計 5,000 3,100

特別損失   

投資有価証券評価損 11,999 －

有形固定資産除却損 6,060 －

特別損失合計 18,060 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△55,826 192,067

法人税、住民税及び事業税 547 15,905

法人税等調整額 △19,293 55,285

法人税等合計 △18,745 71,190

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△37,080 120,877

四半期純利益又は四半期純損失（△） △37,080 120,877
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年５月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△37,080 120,877

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △95,934 △106,568

その他の包括利益合計 △95,934 △106,568

四半期包括利益 △133,015 14,308

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △133,015 14,308
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該当事項はありません。 
  

   

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年５月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 (注)１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△89,901千円は、セグメント間取引消去△47千円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△89,854千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。 
  
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 (注)１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△135,452千円は、セグメント間取引消去△4,172千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△131,280千円であります。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。 

  
２．報告セグメントの変更等に関する事項 

    （有形固定資産の減価償却方法の変更） 

   「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」

に記載の通り、当社及び連結子会社における有形固定資産の減価償却方法を変更しております。 

   これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益は、不動産賃貸事

業で126,106千円、食堂・飲食事業で4,569千円、売店事業で1,949千円それぞれ増加しております。 
  

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）会計方針の変更等

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)
従来、当社及び連結子会社は、有形固定資産の建物及び構築物（平成10年４月１日以降に取得した

建物を除く）、機械装置及び運搬具、並びに、工具、器具及び備品の減価償却方法について定率法を
採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。
 当社及び連結子会社は、長期安定的な収入をもたらす賃貸不動産を所有しており、減価償却につい
て、賃貸収益に対応する費用は賃貸期間にわたり均等に配分することが、より適正な費用配分とな
り、経営の実態を適切に表現できると判断したことによるものであります。
この変更により、従来の方法によった場合と比べ、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ132,972千円増加しております。

（５）セグメント情報等

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産
賃貸事業

食堂・飲食
事業

売店事業 計

 売上高
  外部顧客への売上高 137,340 84,969 11,000 233,311 － 233,311

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

－ 34 52 87 △87 －

計 137,340 85,003 11,053 233,398 △87 233,311
セグメント利益又は損失(△) 31,240 △3,127 2,086 30,200 △89,901 △59,701

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産
賃貸事業

食堂・飲食
事業

売店事業 計

 売上高
  外部顧客への売上高 429,331 250,287 734,298 1,413,917 － 1,413,917

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

56,788 621 200 57,610 △57,610 －

計 486,119 250,909 734,498 1,471,527 △57,610 1,413,917
セグメント利益又は損失(△) 201,296 △38,642 148,224 310,879 △135,452 175,426

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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